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Most young women have a great interest in makeup. They eagerly pursuit their beauty.
There’re a lot of methods and cosmetics for makeup. The young generation has various
choices for it. They gather a lot of information about beauty and do actual practices.
This study is based on a research about makeup on 82 women’s junior college students.
We aimed to catch the actual situation of them around makeup and use of cosmetics. We
can see from the result that young women use on average 7 items for their makeup, and it
takes about 20 minutes. Furthermore, some didn’t use cold cream although they use
foundation on their skin. These results showed that they were on the way to building up an









A Research about Manners of Makeup on
Japanese Young Women of College Age (1)


























































































平均 標準偏差 最大値 最小値
通常メイクの所要時間（分） 19.146 9.712 60 5
念入りなメイクの所要時間（分） 32.012 14.987 90 5






































































































































化粧をすると気分転換になる。 0.159 0.185 普段と違うメイクは、皆の話題に
されそうで恥ずかしい。
-0.160 0.022
































・普段の化粧の所要時間 y ＝ 1.635x ＋ 7.104



















化粧をすると気分転換になる。 0.250 0.158 普段と違うメイクは、皆の話題に
されそうで恥ずかしい。
0.021 0.017




























Table 3-2 化粧に対する意識と化粧時間の相関係数 r2
程、当該意見を否定していることになり、多くの化粧品を使用する対象者は人目を気にせず、自
らの目指す化粧を行っていることが窺われる。
また、「化粧をすると気持ちが引き締まる」や「化粧をしていない時に知った人と出会う
と恥ずかしくなる」、「化粧をすると心が落ち着く」といった項目においても12項目中では比
較的高い相関係数が得られ、何れの場合もメイクアップ化粧品の使用数が多い程、肯定する度合
いが強いことが分かった。やの項目は、化粧の持つ積極的な心理的効果を示すものであり、
これらについては、沢山の化粧品を用いている方が強く実感されていると捉えられる。
一方、基礎化粧品の使用数と各種意見との相関は然程見られなかった。従って、ベースを作る
基礎化粧よりも、表面的で対外的意味合いの強いメイクアップ化粧の方が、化粧に対する態度や
心理的作用と強い結び付きを持つと考えられる。
更に、化粧に対する意識と化粧時間（普段の化粧・念入りな化粧）との間の相関係数 r2を求め
たところ、結果は Table 3-2のようになった。
普段の化粧と念入りな化粧との間では殆ど類似した傾向が見られ、「化粧をすると心が落ち
着く」、「化粧をしていない時に知った人と出会うと恥ずかしくなる」の2項目は、共通して弱
い相関関係にあることが分かった。つまり、化粧の入念度合いに関わらず、化粧時間が長い程こ
れらの項目に対する肯定感が強いことになる。
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Figure 10 使用ファンデーションのタイプと肌の悩み（コレスポンデンス分析）
しかし、「化粧をして男性から魅力的だと思われたい」については、普段の化粧と念入りな
化粧の時間とで傾向が異なり、普段の化粧においてのみ弱い正の相関が示された。普段の化粧時
間が長い程、異性を意識していることが読み取れる。
3.2.5. 使用ファンデーションタイプと肌の悩みの関係
使用ファンデーションのタイプと肌の悩みに対する回答データに基づき、コレスポンデンス分
析を行った。この結果、第5軸までが得られ、第2軸までの累積寄与率は66.1％となった。次の
Figure 10は第1軸を横軸、第2軸を縦軸に配し、各項目同士の関係を示した散布図である。
原点付近に「ケーキ」「パウダー」「リキッド」といったファンデーションのタイプが集中して
いるが、周囲に位置する悩みから、関係の深い近接する悩みが多少異なることが分かる。ケーキ
タイプのファンデーション使用者の悩みは、乾燥や黄み、肌荒れ、シワなどであることが読み取
れる。リキッドファンデーション使用者の場合は、毛穴やにきび、パウダーファンデーション使
用者の場合は、赤みや脂分といった悩みが回答され易かったと言える。
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因果関係は本調査からは明らかでないが、これらの悩みに応じてファンデーションを選んでい
る可能性がある一方、使用するファンデーションによってこれらの肌トラブルが生じている場合
もあり得る。3.1.3.項において指摘したように、ファンデーションを使用していながらクレンジン
グ剤で化粧を落とさない場合も多く見られたことから、ファンデーションの使用とその後の不適
切な処置によって、肌の悩みが生じている危険性についても考えておくべきであろうと思われる。
4．まとめ
2009年から2010年における日本人女子短大生の化粧行動の特徴としては、以下の点を挙げる
ことができる。
1）メイクアップ化粧品の中では、目に関するもの（アイシャドウ・アイライナー・マスカラ）
の使用頻度が非常に高く、念入りにメイクするポイントも目に集中する傾向にある。
2）ファンデーションを使用せずにポイントメイクのみを行う者も約1割存在する。
3）メイクアップ化粧品としては約7品、基礎化粧品としては約4品を平均で使用している。
4）ファンデーション使用者であっても、約4分の1はクレンジング剤を使用しない。
5）メイクにかける時間は、通常のメイクで約20分、念入りなメイクでは約30分である。
6）メイクの濃さとしては、約6割が「やや薄い」と感じられる程度に捉えている。
7）化粧の持つ心理的効用は、気分転換や落ち着きなどであり、対人的な積極性を向上させる
ものとはなっていない。
8）肌の悩みは色みに関するものではなく、にきびや毛穴などの肌の質感に関わる内容が目立つ。
9）多数のメイクアップ化粧品を使用している場合には、より多数の基礎化粧品を使用する傾
向がある。
10）メイクアップ化粧品の数の増加に伴い、化粧の所要時間も拡大する傾向がある。
11）化粧の所要時間が長い程、異性を意識してメイクを行う度合いが高まる傾向がある。
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